































































































29例。調査項目は1, 性別　2, 原発癌　3, 術式　4,リハの有無 5, 予後（3年/5年生存率）
とした。結果：1:　男性15例　女性14例　2: 前立腺癌7例, 形質細胞腫6例, 肺腺癌4例, 
乳癌3例, 胃癌2例, 肺扁平上皮癌1例, 腎癌1例, 食道癌1例, 甲状腺癌1例, 大腸癌1例, 直
腸癌1例, 悪性リンパ腫1例　3:術式 1 脊椎固定、椎弓切除、椎弓形成術　腫瘍切除
術　15例　2 脊椎腫瘍切除術2例　3 脊椎骨・軟骨組織採取術4例　4 骨移植術2例　5 
椎間板摘出術2例、骨部分切除術2例　6 脊椎骨切り術1例　 7 骨折観血的手術1例　4 

















【はじめに】身体活動性（Daily Physical  Activity:DPA）の高いCOPD患者は生命予後
が良好であるが、DPA維持・向上のためには行動変容の観点から介入が必要である。
今回、COPD患者に対し、DPA向上・維持を目的にフライングディスク競技（FD）を
導入したので報告する。【対象・方法】2017年10月より3回講習会を実施した。参加者
は延べ13名（病期：2期4名、3期2名、4期3名、うち在宅酸素療法2名、年齢72.1歳±7.1）
であった。みやぎ障害者フライングディスク協会から講師を招き、ディスクの持ち方、
投げ方等指導していただいた。運営スタッフは、医師・看護師・理学療法士・作業療
法士で構成され、FDに対する知識や技術向上に努め、呼吸法指導やリスク管理を行っ
た。各回終了後に参加者にアンケート調査を実施した。【結果】呼吸困難は修正ボル
グスケール0が2名、0.5～2が6名、2～4が5名であった。投げ方練習の際に患者とスタッ
フがペアになり、スタッフが酸素飽和度を測定し、必要時に休憩を促した。しかし、
試合形式では動作を急ぎ呼吸法を忘れ、酸素飽和度の低下や呼吸困難がない患者の
ペースに合わせようとする参加者が散見された。アンケート結果より継続的な講習
会の参加については、「是非参加したい」8名、「参加したい」5名であった。また、自
由記載には「次に開催する時は連絡を下さい」と書かれているものがあった。【まとめ】
FDは、レクリエーション要素もあり、最重症の病期でも楽しむことが可能な競技で
あるが、患者ごとに休憩を取るタイミングを図るなどリスク管理の徹底は重要であ
り、運営方法の再検討が必要であった。継続参加の希望が多いが、FDが行動変容の
きっかけとして有効か、今後も継続し検討していきたい。
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【目的】回復期リハビリテーション病棟の患者ケアにおける問題点を抽出し、看護、
介護、リハビリスタッフと共にTQM活動により問題解決を図る。【実施】目標：「患
者からの質問の声を減らそう」目標値：「患者からの入浴やリハビリ時間を質問する
声が0になる」実際には、原因を特性要因図で整理し、それを基に改善策を①入浴時
間の固定②詰所ADL表記ボードの見直し③患者ホワイトボードの活用の3つに決定し
た。具体的に①に対しては、入浴時間を30分ごとに固定②に対しては、リハビリ一
覧表を作成し各職種の二重業務を廃止③に対しては、全患者にホワイトボードを配
布し、入浴やリハビリ時間を記入した。取り組み1か月後には、実態調査とアンケー
トによる評価を行い、手順書を作成し定着を図った。【結果】患者からの質問の声は
なくなり、目標値を達成した。【考察】患者側の効果は、自分で時間管理ができるよ
うになり、安心して療養生活を送れるようになった。スタッフ側の効果は、計画的
な看護ケアの提供と患者個々の自立に沿った援助により、やりがい感に繋がった。
活動を通し、職種を越えコミュニケーションをとることで、互いの業務を理解し協
働を強化させることができた。そして、業務の効率化が図れた。TQM活動は、チー
ムアプローチに良い変化を生じさせ、患者サービスの向上にも繋がると考える。
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